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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

家庭生活における死の受容(2）一平安期の死と女性差別一一

　　　　　　東海大（院）　　　○　井野上　叔弓

　目的今日，医療技術の進歩により我々を取り巻く「死」の状況は大きく変化し，臓器

移植・脳死・安楽死などの深刻な問題となっている。この「死」を巡る問題は，家族・家

庭生活を研究対象とする家政学において無視することのできない重要な研究課題のひとつ

である。本報告では，従来の家政学研究において取り組まれることのなかった「死」の問

題を取り上げ，ライフサイクルの中に「死」をどう位置づけていくの力ヽを考察することを

目的とする。さらに，家庭生活における死の受容特に女t生の死の受容の問題から，女性

差別との関係すなわち女性差別の概念の形成と定着のプロセスを明らかにすることを目

的とする。

　方法今日の日本人の死生観の形成された平安時代を取り上げ，平安期の家庭生活の中

でご女性がどのように「死」を受容してきたの力ヽを「伊勢物語」「更級日記」『日本霊異

記』「今昔物語」「日本三代実録j r小右記」『続本朝往生伝』「成尋阿閔梨母集」等か

ら分析する。さらに，死の受容を通してなされる女性特有の行動，及び女性への教化内容

を検討し，女性差別との関連を考察する。

　結果平安期の女性は①夫に看取られることなく子供や兄弟によって看取られ②自ら

の死を積極的に肯定し，③家を離れて寺院施設で死を受容した。④背景には浄土思想があ

ったが，⑤この浄土思想の民衆化の過程こそか女性差別の概念の形成と定着のプロセス

であったと考えられる。なお，⑥この差別の概念が，今日の女性を取り巻く状況に大きな

影響を及ぽしているとも考えられる。

2Tp－ 3 『経済小学　家政要旨』とその原典との比較研究

尚綱短大　○谷口彩子　　東京家政学院大家政　亀高京子

　（目的）　明治初期における翻訳家政書は、わが国の家政教育、家政学に多大の影響を及

ぼしたと考えられており、なかでも今回取り上げた『経済小学　家政要旨』は、もっとも

普及したとみられている。しかし、原典が不明とされてきたため、その訳出過程、原書の

どの部分を抄録・適訳したか、また意訳部分の意図などについては不明な点が多かった。

本研究は、同書とその原典との比較を中心に、明治初期におけるアメリカ家政思想の受容

過程に関する考察を深めることを目的としている。

　（方法）　比較にあたって、資料として、ハスケル原著、永峯秀樹抄訳『経済小学　家政

要旨』（明治9年刊）、その原典資料として、E. F. Haskell : The Housekeeper' s En-

cyclopedia, D. Appeleton ＆co. ,（1872）（イリノイ大学所蔵）を用いた。

　（結果）　『主婦百科』とでも訳される原書は、当時のアメリカ人主婦に必要とされた家

庭生活全般に関する知識について執筆されたもので、総ページ数445ページに及ぶ。原書

の内容を領域別にみると、領域は多方面にわたっているが、食生活（調理法）に関する内

容が６割以上を占めている。しかし、全体の訳出率は１割程度の約40ページであり、領域

による訳出率の差がみられた。こうした訳出率の違いは、翻訳者永峯秀樹の翻訳の意図と

あわせて、当時の日米における家庭生活文化の違いが反映されているものと思われる。
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